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匐性で，高さ 10 〜 30 cm，茎は 4 月頃に地表を這うように伸ばし，直立
またはやや斜めに立ち，茎の断面は四角形，葉は披針形で対生し，全体に細かい毛が密生してい





か ご そ う
枯草とよばれます。茎は根元から出て地面を這い，匍






ブラグサ，クスリグサともよばれます。花穂を 6 〜 8 月，花が終わり枯れかかる頃に採集し天日
干しにしたものをカゴソウ（夏枯草 Prunellae Spica）といい，膀胱炎などに用いる夏
か ご そ う と う
枯草湯，夜
に悪くなる眼球の痛みに用いる夏
か ご そ う さ ん
枯草散，涙のう炎に用いる止
し る い ほ か ん さ ん
涙補肝散などに配合されますが，漢
方での使用はあまり多くなく，もっぱら民間で腎炎，膀胱炎，脚気などでむくみがあるときに，消
炎利尿薬として用います。花穂や全草（葉や茎）の成分としてはトリテルペノイドの ursolic acid, 
oleanolic acid, betulinic acid, 2α, 3α, 24-trihydroxyolean-12-en-28-oic acid，フェノール化合物の
rosmarinic acid，フラボノイドの rutin，hyperin （hyperoside），抗 HIV 活性があるとされる多糖類
の prunellin，タンニンや多量の塩化カリウムなどの無機塩類などが報告されています。塩化カリ
ウツボグサ Prunella vulgaris L. var. linalacia Nakai
(=P. vulgaris L. subsp. asiatica (Nakai) H.Hara)
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野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
され，現在もハーブティとして用いられていま
す。近縁の日本固有種に高山性のタテヤマウツ
ボ グ サ P. prunelliformis （Maxim.） Makino が あ
り，本植物はウツボグサのようにストロンを伸
ばして新苗が誕生せず，根茎は切れずに年々，
数珠のように連なって伸びていきます。
写真４　ウツボグサ（果実）A
写真 5　ウツボグサ（果実）B
写真 6　生薬：カゴソウ（夏枯草）
